
 

大阪に来た人、大阪を出た人——。 

社会学者の岸政彦（1967 年生まれ）、小説家の柴崎友香（1973 生まれ）による「大阪」を題材にした共著

エッセイを取り上げます。大学進学を機に大阪にやってきた「大阪に来た人」岸政彦と、大阪で生まれ育ち

30 歳になったときに東京に引っ越した「大阪を出た人」柴崎友香が交互に語る 1970 年代終わりから現在

に至るまでの大阪にまつわるエピソードは、個人的な追憶でもあり、大阪という街の現代史でもあり、様々

な読みが可能です。 

今回の進行役は滋賀で生まれ、京都で学生時代を過ごし、10 年ほど前に就職を機に大阪に引っ越してきた

「大阪に来た人」です。読書会では、大阪で生まれ育って、いまも大阪で暮らしている「大阪にいる人」の

思いなど、本書からスタートして、大阪にまつわる様々なお話ができればと思います。 

 


